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 ５月 2日のお昼から、東大阪の松尾様のお宅で春の例会が開催されました。当日は残念な雨降りでしたが、新人

のかたの出席もあり和やかな例会をもつことができました。 

 

   例会での話合いは、（１）長く懸案であった事案の取り扱い、（２）国内会議の議事録の様式などが主な議

案でした。（１）は様子を見るということになりました。（２）は議事録と発言録の区別が必要という案が出まし

た。また、「議事録は短くどなたが見ても分かり易いような形態をとるよう」にということで一致しました。（２）

に関しましては、次回の国内会議での議題の一つになる予定です。 

ゆっくりとした雰囲気の中での会でしたが、折角の時間、食事、飲み物の制限があまり無い時なのでお互いに深く

知り合い、理解を深めるという交流会のチャンスでした。しかし、この場合のサーバスの精神は交流と前後のお手

伝いという簡単なことを通して生まれるということでしたね。より多くの会員の参加を促すという目標の為に、例

会は会であるが、会議ではないということをもう一度考え直したらと感じました。 

 

 さらに、M様のお知り合いの会社経営者の方のご出席があり、会社の現状と将来目標のお話しを伺いました。現

状のご説明の後、色々と幅広い可能性と将来への夢を感じさせてくれるお話でした。この様なお話しを伺えること

は、上下、左右の仕事上の関係がないサーバス活動故に可能であり、様々なお話に忌憚なき意見、経験談の交換が

できたことに、一種の異業種交流の場であると感じさせられました。特に、男性の皆さんは興味をもって耳を傾け

ておられていました。 

 

出席者：名誉会長、本部役員２名、支部会長＆副会長、インタヴュー担当役員ご夫妻、滋賀県のメンバー２名、新

人メンバー、お客様 

 

 今回は、外国で普通に行われている POT-LUCKパーティという型をとりました。皆様が一品をお持ちになって、

バラエティのあるお食事が並び、味と目の両方で楽しむ事ができました。また、メンバーのお宅ということもあり、

皆さんの歓談も盛り上がり、懸案の話もスムーズにゆき心配することもなく無事終えることができました。これも

単に、Ｍ様ご夫妻の十分な用意のお陰でした。食事とお飲み物も沢山あり、大変なお心使いをしていただきありが

とうございました。 

 

 

 

  

  アットホームな自宅での例会 

 

 5月例会は庭でバーべキュー形式でと計画をいたしまいたがあいにくの雨模様で室内での会食となりました。 

今回は皆様お得意のお料理を一品お持ちいただきましてとても楽しく過ごすことが出来ました。 

 

 新入会員の Mさん、彼女は米国大学で心理学を専攻しています。 来年卒業予定で、7月から米国へ、休暇を利

用しましてサーバス旅行をいたします。 

 

 ゲストに私の友達で Yさん、彼は大阪の中小企業から技術を集め航空機部品の製作可能性と市場調査をしており

ます。 



 この計画には大阪市も補助金を出して付加価値の高い新しい産業が興るのを応援しています。 青少年に夢と希

望を与える先端産業を目標にしています。 

 航空機の市場は外国との接点が必要です。 トラベラーの方で航空機関連のお仕事をされている方が来られた時

には私の方に連絡をお願いします。 

ホームペイジ OWO と検索してください。 

 

 我が家での例会はいつでも歓迎をいたします。 草の根国際交流をますます盛り上げていきましょう。 

 

                                                       
 

 

 

    第３０回全国大会のご報告  

 

 本年３月２９日と 30日の両日、京大会館で行われました。参加者は海外からのお客様も含め４３名でした。 

 会議は、開会挨拶の後、平成 19年度の本部会計と特別会計、20年度の本部事業計画案及び予算案に時間をかけ

て質疑応答がなされました。その例として国際本部への拠出金の場合、本部会計の準備不足が見られて、この点で

効率化の必要があるみたいです。 

 他に、各支部長の支部活動の報告、サーバスの活性化法、会員増強、PR法について質疑応答が行われました。日

本人トラベラーの受け入れ、他支部会への参加、非会員を支部会へ誘う、また、支部予算の硬直化の再考、ホスト

受け入れレポートの提出が非常に少ない、近隣アジア会員との交流会開催、などの議題と提案がありました。５時

過ぎからは、親睦会が始まり、皆様よい雰囲気で歓談をなさっていました。 

 二日目は午前９時から討議が始まり、 （１） ＨＰの掲載の様式についての質疑がありました。なるべくプラ

イバシーを重視するということが討議された。しかし、この点はＨＰとは？を再考する必要があるようです。 

 （２） 50周年記念誌の企画について富岡さんが中心となることが決定。来年度の国内会議は東京で３月 28日

（土）29日（日）が決定しました。また、今年は香港で極東アジア大会が９月２７日から２９日まで行われます。 
 

 会議終了後、希望者は嵐電で嵐山まで行き、時雨殿で最新のＩＴ技術のゲームを経験しました。皆さんのお手元

にいっています議事録は、近畿支部の Sさん、Hさん、関東支部の Mさんの３人が作成されました、どうもありが

とうございました。 

 

トラベラー報告  
 
 
滞在期間  5月 8、9日（２泊） 
 
旅行先    フランス （パリ） 
 
ホスト ： Basile and Violette (83才、91才 ） 
 
感想  ：  
 祝日がからんだ為、なかなかホストが見つからなかった所ジンジャー夫妻が気持ちよく 受け入れしてくれまし

た。 
後期高齢者のお二人、何度かメールのやり取りをしていたので 子どもさんと同居かと思いきや、二人だけの お

住まいで、83才のバジルは パソコン、大好きという風でした。  
 まるで童話に出てくる老女のような チャーミングな 91才のヴァイオレットに魅了され、楽しいひと時を過ご



しました。   
私達が発った二日後に 東欧へ 3週間旅行するとの事で そんな時に受け入れてくれた事に感謝しつつ、そのエネ
ルギーに感服。 
今回は大学生の娘と二人でミュンヘン、パリを 9日間という短い旅行だったので 非常にあわただしい毎日でした。
もう少し休暇がもらえたら........それにしてもフランスの人って本当によく旅行に行きますよね......。  
  

編集後記 
 
 花の季節が過ぎ ６月に入りますとようやく山の装いも落ち着きました 里の野辺に卯の花が咲き始めますと決

まってホトトギスが遣ってきて盛んに鳴いております 鳴き声は一見少し鶯に似たところもありますが全然違いま

す 私には「夏が来るよ！夏が来るよ！」と聞こえてまいります 
 さて 去る３月 28～29日の国内会議大変お疲れ様で御座いました 私はちょっと他の行事が重なり二日目の会
議にのみ参加しましたが今年も有意義な討議が時間ぎりぎりまで続き幕切れが少し惜しくも感じました  
 昼食後訪れた洛西の名勝嵐山は小雨にけむり何とも言えない風情がありました 中でも不遇のうちにご崩御され

た後醍醐天皇の心を慰める為に夢窓国師によって開山されたという天竜寺の山水は見事でした  
 夕刻からは立命館会館での懇親食事会は盛り上がり 楽しくも慌ただしい国内会議の締めくくりとなりました。     

                                                 編者 T 

 


